
学科名：30年度は2学科分合同

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成３０年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

・課外講座については、次年度に向
けて検討を始める。
・後期からガイダンスが本格実施と
なるので、資格について興味が持て
る話題を提供したい。
・筆記試験対策として9月に全学年
を対象に実施したが、参加者数は50
名程度であった。後期にはガイダン
スの中で「ＳＰＩ受験会」を予定し
ている。

△ △

・課外講座について、内容は変更せ
ず。オリエンテーション期間に課外
講座の説明会を実施し、資格取得に
向けての興味喚起を促す。
・面接対策、履歴書・ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄ対策
を強化した。

〇 〇

・障がい学生支援に関するセミナー
や研修会に課員が参加している。

○ ○

・大学コンソーシアム岡山　障がい
学生支援研修会に参加した。

〇 〇

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（１）平成３０年度計画は、就実短期大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

［学生支援］
建学の精神と教育目的・目標に基
づいて、多様な学生を募集し、そ
の入学を許可し、積極的に資源配
分を整備して学生の学習支援を図
り、成績評価基準等に従って学習
成果の獲得状況を評価して、学習
成果の獲得が向上するように教育
方法、教育課程及び教育プログラ
ムの見直しを行う。また、学生の
ニーズを的確にとらえ、それに対
応した学習支援の環境を整えるた
めに、 学生生活支援のための組
織や支援体制を整備し、専門的職
員を配置する。

（1）就職支援のための教職員の組織
や施設を整備し、就職のための資格
取得、就職試験対策等の支援など学
生の就職支援を行う。
（2）学科・専攻課程ごとに卒業時の
就職状況を分析・検討し、その結果
を学生の就職支援に活用し、進学、
留学に対する支援を行う。

(1)
・現在開講している課外講座の受講
者数の10％増を図る。
・筆記試験対策講座の強化を図る。
・就職ガイダンスの内容を見直し、
学生の参加率を上げる。
・学生の就職活動状況の把握に努
め、早めの支援に繋げる。

・過去の受講状況を分析・検討し、
効果的な告知を行う。
・資格取得に興味を持てるようなパ
ンフレット作成など広報ツールに工
夫を加える。
・前年度に続き、資格講座の種類・
内容について検討する。
・各種ガイダンスを利用して、資格
取得への興味喚起を促す。
・就職試験対策として、筆記試験対
策・面接対策（個人面接・グループ
ワーク等）の強化を図る。

就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各学科の年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（又は事務部）： 　短期大学 計画：平成30年5月7日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。
（１）組織的な大学改革への取り
組みと活力ある組織への転換によ
る教学ガバナンスの強化
（２）3ポリシーを具現化して学
生の成長を促進する教育改革と多
様性豊かな人材育成の推進
（３）学内環境の整備と学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化による学生の満足度向上
（４）入試・奨学金制度改革によ
る優秀な学生の確保と効果的な入
試広報活動の充実
（５）教員研究力・地域貢献力の
向上・活性化によるイノベーショ
ン創出とグローバル化推進

【平成３０年度短大の主要事業計画と改革の重点事項】

①学生生活実態調査に基づいて、大
学施設の計画的な整備、学生の活動
を支援するキャンパスアメニティを
充実させ、学生の満足度向上を図
る。
②キャリア支援の強化、学生相談室
によるメンタルサポートと障がい学
生への支援体制を強化、e-ポート
フォリオの運用促進などによるきめ
細かな学生支援を推進する。

②
・障がい学生の就職支援体制を整え
る。

②
・障がい学生の就職支援のため、他
部署・外部機関との連携を深める。


